
『前賢故実』に描かれた文学者たちの肖像

要
旨

　
『
前ぜ

ん

賢け
ん

故こ

実じ
つ

』
は
、
菊き

く

池ち

容よ
う

斎さ
い

が
描
い
た
、
肖
像
付
き
の
略
伝
集
で
あ
る
。
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）

か
ら
慶
應
四
年
（
一
八
六
八
）
ま
で
、
十
巻
二
十
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、

神
武
天
皇
朝
か
ら
後
亀
山
天
皇
朝
（
在
位
一
三
八
三
〜
九
二
）
ま
で
、
五
百
七
十
一
人
に
の
ぼ
る
。

　

菊
池
容
斎
（
一
七
八
八
〜
一
八
七
八
）
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
画
家
で
、
狩
野
派
や
土
佐

派
を
学
ん
だ
。『
前
賢
故
実
』
の
肖
像
画
、
お
よ
び
漢
文
の
略
伝
は
と
も
に
、
容
斎
自
身
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
容
斎
は
有
職
故
実
に
詳
し
く
、
歴
史
画
に
優
れ
て
い
る
、
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
中
か
ら
、
文
学
者
た
ち
の
肖
像
と
略
伝
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
。
ひ
と
く
ち
に

「
文
学
者
」
と
言
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
自
や
専
門
分
野
が
あ
る
。『
前
賢
故
実
』
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
人
々
は
、
貴
族
・
宮
廷
女
房
・
武
士
・
僧
侶
な
ど
多
彩
で
あ
る
が
、
歌
人
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
人

物
も
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、
文
学
者
に
注
目
し
て
分
析
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　

歌
人
と
肖
像
画
は
、
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
六
歌
仙
や
三
十
六
歌
仙
を
描
く
「
歌
仙
絵
」
ば
か

り
で
な
く
、『
小
倉
百
人
一
首
』
も
、
歌
人
の
肖
像
画
の
宝
庫
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
伝
統
を
、『
前
賢

故
実
』
も
一
面
で
は
、
受
け
継
い
で
い
る
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、『
前
賢
故
実
』
の
場
合
に
は
、
漢
文
で
書
か
れ
た
略
伝
も
併
載
さ
れ
て
い
る
の
が
、

大
き
な
特
色
で
あ
る
。
肖
像
画
も
、
静
止
し
た
座
像
よ
り
も
む
し
ろ
、
あ
る
動
作
の
一
場
面
を
描
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
の
、
生
き
方
の
一
断
面
を
雄
弁
に
語
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、『
万
葉
集
』
の
柿
本
人
麻
呂
と
大
伴
旅
人
、
王
朝
を
代
表
す
る
紫
式
部
と
清
少
納
言
、

中
世
初
頭
の
歌
人
で
、
父
・
子
・
孫
と
い
う
繫
が
り
の
藤
原
俊
成
と
藤
原
定
家
と
藤
原
俊
成
女
、
さ
ら

に
は
中
世
の
隠
遁
歌
人
で
あ
る
佐
藤
憲の

り

清き
よ

（
西
行
）
と
鴨
長
明
と
卜う

ら

部べ

兼け
ん

好こ
う

の
描
か
れ
方
に
つ
い
て
、

分
析
を
試
み
た
。

　

こ
れ
ら
の
文
学
者
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
古
代
か
ら
南
北

朝
期
に
至
る
、
日
本
文
化
の
変
化
と
持
続
の
一
端
を
概
観
し
た
。

は
じ
め
に

　
『
前
賢
故
実
』
は
、
菊
池
容
斎
に
よ
る
、
肖
像
付
き
の
略
伝
集
で
あ
る
。
天
保
七
年
か
ら
慶

應
四
年
ま
で
、
三
十
年
余
り
の
期
間
を
か
け
て
、
十
巻
二
十
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。
取
り
上
げ
ら

れ
た
時
代
は
神
武
天
皇
朝
か
ら
後
亀
山
天
皇
朝
（
十
四
世
紀
後
半
）
ま
で
、
五
百
七
十
一
人
に

の
ぼ
る
。
刊
行
期
間
が
非
常
に
長
く
、
収
録
人
数
も
非
常
に
多
い
こ
と
が
、『
前
賢
故
実
』
の

大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　
『
前
賢
故
実
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
人
々
は
、
多
彩
で
あ
る
が
、
歌
人
と
し
て
の
側
面
を
持

つ
人
物
も
多
い
。
和
歌
・
物
語
・
批
評
的
散
文
に
か
か
わ
る
、
万
葉
歌
人
の
柿
本
人
麻
呂
と
大

伴
旅
人
、
平
安
時
代
の
宮
廷
女
房
で
あ
る
紫
式
部
と
清
少
納
言
、
中
世
歌
人
の
家
柄
を
形
成
し

た
藤
原
俊
成
・
定
家
・
俊
成
女
、
そ
し
て
中
世
の
出
家
者
で
あ
る
佐
藤
憲
清
（
西
行
）・
鴨
長

明
・
卜
部
兼
好
を
中
心
に
、
こ
れ
ら
の
文
学
者
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
を
考

察
す
る
こ
と
は
、
古
代
か
ら
南
北
朝
期
に
至
る
、
日
本
文
化
を
概
観
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

　

な
お
、
本
稿
の
末
尾
に
掲
げ
た
『
前
賢
故
実
』
の
図
版
は
、
す
べ
て
架
蔵
の
版
本
に
よ
っ

た
。

一　

人
物
伝
集
と
し
て
の
『
前
賢
故
実
』

　
『
前
賢
故
実
』
は
、
古
代
か
ら
南
北
朝
時
代
に
至
る
、
五
百
七
十
一
名
の
漢
文
体
の
略
伝
と

肖
像
画
を
収
め
た
、
大
規
模
な
人
物
伝
集
で
あ
る
。
全
十
巻
か
ら
な
り
、
巻
ご
と
に
上
下
二
冊

で
あ
る
の
で
、
合
計
二
十
冊
で
あ
る
。
巻
第
一
の
冒
頭
に
、「
前
賢
故
実
人
名
目
次
」
が
あ
り
、

巻
第
一
か
ら
巻
第
十
ま
で
、
各
巻
と
も
、
天
皇
の
治
世
ご
と
に
人
名
を
配
列
し
て
い
る
。

　

著
者
の
菊
池
容
斎
（
一
七
八
八
〜
一
八
七
八
）
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
画
家
で
、

狩
野
派
や
土
佐
派
を
学
ん
だ
。『
前
賢
故
実
』
の
肖
像
画
、
お
よ
び
漢
文
の
略
伝
は
と
も
に
、

容
斎
自
身
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
容
斎
は
有
職
故
実
に
詳
し
く
、
歴
史
画
に
優
れ
て
い
る
、
と

評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
『
前
賢
故
実
』
は
幕
末
か
ら
明
治
維
新
直
前
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
伝
記
集
な
の
で
、
江
戸

時
代
の
他
の
伝
記
集
と
比
較
し
な
が
ら
、
特
徴
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
み
よ
う
。
江
戸
時
代
に
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以
下
、
時
代
順
に
、
複
数
の
人
物
を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
捉
え
、
万
葉
歌
人
、
平
安
時

代
の
女
房
た
ち
、
中
世
の
和
歌
の
家
柄
、
中
世
の
出
家
者
た
ち
に
分
け
て
考
察
す
る
こ
と
に
す

る
。

二　

柿
本
人
麻
呂
と
大
伴
旅
人

　

最
初
に
、
万
葉
歌
人
の
柿
本
人
麻
呂
と
大
伴
旅
人
を
取
り
上
げ
た
い
。
柿
本
人
麻
呂
は
文
武

天
皇
朝
、
大
伴
旅
人
は
元
正
天
皇
朝
で
あ
る
。

　

柿
本
人
麻
呂
の
略
伝
と
肖
像
画
は
、
巻
第
二
・
上
冊
の
十
一
丁
裏
か
ら
十
二
丁
表
に
書
か
れ

て
い
る
。

　

漢
文
体
の
略
伝
に
は
、
柿
本
人
麻
呂
は
、
持
統
天
皇
と
文
武
天
皇
の
時
代
の
人
で
、
官
位
や

経
歴
は
未
詳
で
あ
る
が
「
歌
の
聖
」
と
称
さ
れ
、
そ
の
歌
い
振
り
は
古
今
独
歩
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
、
新
田
部
皇
子
や
高
市
皇
子
な
ど
に
仕
え
て
、
吉
野
や
富
士
山
、
筑
紫
な
ど
諸
国
を
遊

歴
し
、
各
地
で
歌
を
詠
む
よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
晩
年
は
石
見
の
国
で
没
し
た
、
と
書
か
れ
て
い

る
。

　
「
歌
聖
」
と
賞
賛
さ
れ
た
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
が
、
貴
人
に
扈
従
し
て
、
各
地
を
巡
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
で
歌
を
詠
む
官
人
と
し
て
の
経
歴
に
力
点
を
置
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
肖
像
画
も
、
後
世
、
歌
聖
と
し
て
定
型
化
さ
れ
て
繰
り
返
し
描
か
れ
る
よ
う
な
、
歌

仙
絵
の
人
麻
呂
で
は
な
い
。
大
き
な
鍔
広
の
帽
子
を
被
り
、
膝
を
立
て
て
腰
を
下
ろ
し
、
し
ば

し
休
ら
っ
て
い
る
姿
は
、
旅
の
途
中
の
人
麻
呂
で
あ
り
、
こ
の
肖
像
画
だ
け
を
示
さ
れ
た
な
ら

ば
、
柿
本
人
麻
呂
像
で
あ
る
と
は
特
定
で
き
な
い
ほ
ど
、
珍
し
い
構
図
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（
図
版
１
参
照
）。

　

歌
仙
絵
に
描
か
れ
た
柿
本
人
麻
呂
に
つ
い
て
は
、
豊
富
な
図
像
と
そ
れ
ら
の
比
較
も
詳
し
い

参
考
文
献
と
し
て
、『
歌
仙
の
饗
宴
』（
出
光
美
術
館
、
二
〇
〇
六
年
）
が
あ
り
、
有
益
で
あ
っ

た）
2
（

。
人
麻
呂
の
作
品
は
、『
万
葉
集
』
巻
一
・
三
六
の
、「
や
す
み
し
し
わ
が
大
君
の
聞
こ
し
を

す
」
か
ら
始
ま
る
吉
野
を
讃
め
る
長
歌
と
、
そ
の
反
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
『
前
賢
故
実
』
に
描
か
れ
た
大
伴
旅
人
を
取
り
上
げ
た
い
。
旅
人
の
略
歴
は
、
武
門
の

人
と
し
て
、
和
銅
三
年
以
来
の
経
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。
和
銅
七
年
従
四
位
下
左
将
軍
、
養
老

四
年
持
節
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
て
隼
人
鎮
圧
、
天
平
二
年
大
納
言
に
昇
進
、
天
平
三
年
に
従
二

位
と
な
り
薨
去
し
た
。

　

略
伝
の
末
尾
に
、「
旅
人
文
藻
有
り
。
歌
を
善よ

く

し
、
性
酒
を
愛
す
。
賛
酒
歌
十
余
首
を
作
る
」

と
あ
り
、
歌
人
と
し
て
の
側
面
に
触
れ
て
い
る
。
掲
載
歌
は
『
万
葉
集
』
巻
三
・
三
三
八
〜
三

五
〇
の
、「
讃
酒
歌
十
三
首
の
う
ち
五
首
」
で
あ
る
。
肖
像
画
は
、
太
刀
を
帯
び
、
馬
を
労い

た
わる

は
、
人
物
伝
集
が
数
多
く
編
纂
さ
れ
た
。
肖
像
付
き
と
い
う
点
で
は
、『
扶
桑
隠
逸
伝
』（
元

政
、
一
六
六
四
年
、
七
十
五
人
、
和
文
の
賛
・
肖
像
付
き
）
や
、『
先
哲
像
伝
』（
原
徳
斎
、
一

八
四
四
年
、
二
十
人
、
肖
像
と
筆
跡
付
き
）
と
共
通
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
隠
遁
者
や
儒
学
者

な
ど
と
い
っ
た
、
人
物
の
範
囲
を
絞
っ
た
小
伝
集
で
あ
り
、
収
載
さ
れ
て
い
る
人
数
は
、『
前

賢
故
実
』
と
比
べ
る
と
格
段
に
少
な
い
。

　

ま
た
、
漢
文
体
の
小
伝
付
き
と
い
う
点
で
、『
本ほ

ん

朝ち
ょ
う

遯と
ん

史し

』（
林
読
耕
斎
、
一
六
六
四
年
、
五

十
一
人
）
や
、『
日
本
古
今
人
物
史
』（
宇
都
宮
遯
庵
、
一
六
六
九
年
、
二
百
人
余
り
）
と
共
通

す
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
肖
像
画
は
付
い
て
い
な
い
。『
日
本
古
今
人
物
史
』
は
、
古
代
か
ら
近

世
の
人
物
を
、「
武
将
」「
名
家
」「
儒
林
」「
烈
女
」「
芸
流
」
な
ど
の
分
野
別
に
論
じ
て
い
る
。

た
だ
し
、『
日
本
古
今
人
物
史
』
は
、
古
代
か
ら
近
世
ま
で
の
人
物
伝
な
の
で
、『
前
賢
故
実
』

よ
り
も
対
象
期
間
が
長
い
。
し
た
が
っ
て
、
南
北
朝
期
ま
で
の
『
前
賢
故
実
』
に
は
掲
載
さ
れ

て
い
な
い
、
宗
祇
や
松
永
貞
徳
と
い
っ
た
連
歌
師
や
俳
人
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
掲
載
人
数

は
約
三
分
の
一
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
肖
像
画
と
伝
記
の
両
方
を
併
載
し
て
い
る
人
物
伝
集
と
し
て
、『
先
進
繍
像
玉

石
雑
誌
』
が
あ
る
。『
先
進
繍
像
玉
石
雑
誌
』
は
、
栗
原
信
充
（
一
七
九
四
〜
一
八
七
〇
）
が
著

し
た
肖
像
画
付
き
の
人
物
列
伝
で
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
の
刊
行
で
あ
る
。『
前
賢
故

実
』
の
最
初
の
刊
行
が
天
保
七
年
で
あ
る
か
ら
、
同
時
代
の
人
物
伝
集
で
あ
る
。

　
『
先
進
繍
像
玉
石
雑
誌
』
は
、
略
伝
形
式
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
の
人
生
に
つ
い
て
、

か
な
り
詳
し
く
論
評
し
て
お
り
、
ま
た
、
肖
像
画
だ
け
で
な
く
、
遺
愛
の
品
々
や
書
跡
な
ど
も

掲
載
し
て
い
る
。
北
畠
親
房
か
ら
藤
原
為
子
に
い
た
る
二
十
四
人
は
、
南
北
朝
時
代
の
貴
族
や

武
将
た
ち
が
中
心
で
あ
る
が
、『
徒
然
草
』
の
著
者
で
あ
る
兼
好
も
入
っ
て
い
る
こ
と
が
異
色

で
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
注
目
し
た
論
考
は
す
で
に
発
表
し
た）

1
（

。

　
『
前
賢
故
実
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
人
々
は
、
貴
族
・
宮
廷
女
房
・
武
士
・
僧
侶
な
ど
多
彩

で
あ
る
が
、
歌
人
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
人
物
も
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、
本
稿
で
は
、
歌
人
た
ち

を
中
心
に
、
文
学
の
領
域
に
関
わ
る
人
物
に
注
目
し
て
分
析
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

　

歌
人
と
肖
像
画
は
、
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
六
歌
仙
や
三
十
六
歌
仙
を
描
く
「
歌
仙

絵
」
ば
か
り
で
な
く
、『
小
倉
百
人
一
首
』
も
、
歌
人
の
肖
像
画
の
宝
庫
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
伝
統
を
、『
前
賢
故
実
』
は
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
肖
像
画
の
描
き
方
は
、
独
自
の
構
図
の
こ
と

も
あ
る
。『
前
賢
故
実
』
の
肖
像
画
は
、
静
止
し
た
座
像
よ
り
も
む
し
ろ
、
立
像
で
描
か
れ
る

こ
と
が
多
い
。
と
り
わ
け
武
将
た
ち
は
、
力
感
溢
れ
る
人
馬
一
体
と
な
っ
た
合
戦
シ
ー
ン
の
一

場
面
の
よ
う
な
躍
動
感
溢
れ
る
画
像
で
描
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
人
物
の
生
き
方
の
一
断

面
を
雄
弁
に
語
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
稿
は
文
学
者
た
ち
に
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
い
る
た
め
、

そ
れ
ら
の
武
者
絵
的
な
肖
像
画
で
描
か
れ
る
人
々
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
取
り
上
げ
な
い
。
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『前賢故実』に描かれた文学者たちの肖像

　
『
紫
式
部
日
記
』
の
こ
の
一
節
を
介
在
さ
せ
て
み
る
と
、『
前
賢
故
実
』
の
紫
式
部
の
肖
像
画

の
問
題
点
が
浮
上
し
て
く
る
。
菊
池
容
斎
の
構
図
が
、
曹
子
（
部
屋
）
内
部
の
調
度
の
品
々

や
、
そ
れ
ら
が
置
か
れ
た
位
置
と
し
て
は
、
か
な
り
忠
実
に
絵
画
化
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

紫
式
部
の
姿
勢
が
窮
屈
で
あ
り
、
紫
式
部
が
何
を
し
て
い
る
か
が
わ
か
り
に
く
い
、
と
い
う
こ

と
が
あ
る
。

　

今
引
用
し
た
日
記
の
箇
所
と
見
比
べ
な
が
ら
、
こ
の
絵
を
見
る
と
、
め
っ
た
に
足
を
踏
み
入

れ
る
人
も
な
い
狭
い
部
屋
に
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
雑
然
と
置
か
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ

こ
に
、「
厨
子
と
柱
と
の
は
さ
ま
に
首
さ
し
い
れ
つ
つ
、
琵
琶
も
左
右
に
立
て
て
は
べ
り
」
と

い
う
部
分
が
あ
る
の
で
、
と
り
わ
け
「
首
さ
し
い
れ
つ
つ
」
を
、
紫
式
部
の
姿
勢
と
し
て
理
解

し
た
の
が
、
こ
の
図
な
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
実
際
に
、「
調
度
や
書
画
な
ど
を
の

せ
る
置
き
戸
棚）

4
（

」
で
あ
る
「
厨
子
」
だ
け
で
な
く
、
紫
式
部
の
背
後
に
「
柱
」
も
描
か
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、「
厨
子
と
柱
と
の
は
さ
ま
に
首
さ
し
い
れ
つ
つ
」
と
い
う
原
文
を
読
む
と
、

紫
式
部
の
や
や
窮
屈
な
姿
勢
も
、
こ
の
図
の
様
子
の
通
り
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
「
首
さ
し
い
れ
つ
つ
」
と
い
う
の
は
、
紫
式
部
の
首
で
は
な
く
、「
琵
琶

の
首）

5
（

」
の
こ
と
で
あ
り
、「
そ
の
厨
子
と
柱
と
の
間
に
、
首
を
さ
し
入
れ
た
ま
ま
、
琵
琶
も
左

右
に
立
て
か
け
て
あ
り
ま
す
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る）

6
（

。
こ
の
よ
う
な
解
釈
と
比
べ
て
み
る
と
、

菊
池
容
斎
は
、「
首
」
の
意
味
を
紫
式
部
の
身
体
と
し
て
描
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
紫
式
部
の
肖
像
画
は
、
明
治
時
代
に
菊
池
容
斎
の
弟
子
で
あ
る
月
岡
芳
年

（
一
八
三
九
〜
九
二
）
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
の
だ
が
、
月
岡
芳
年
の
描

く
紫
式
部
の
肖
像
画
は
、
彩
色
も
施
さ
れ
た
華
麗
な
大
判
錦
絵
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
紫

式
部
が
机
に
肘
を
つ
い
て
い
る
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、『
前
賢
故
実
』
の
紫
式
部

の
姿
勢
を
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
図
柄
に
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
月
岡
芳
年
の
紫
式
部
の
絵
に
つ
い
て
は
、『
没
後
一
二
〇
年

│
菊
池
容
斎
と
明
治
の

美
術
』
の
図
録）

7
（

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
『
前
賢
故
実
』
の
紫
式
部
の
肖
像
画

が
、『
紫
式
部
日
記
』
を
典
拠
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
解
説

文
で
は
「
紫
式
部
が
源
氏
物
語
を
執
筆
し
て
い
る
場
面
」
と
さ
れ
、
月
岡
芳
年
が
、
従
来
定
型

化
し
て
い
る
「
石
山
寺
で
の
源
氏
執
筆
図
」
に
対
し
て
、
容
斎
に
修
学
し
た
こ
と
の
表
れ
と
し

て
い
る）

8
（

。

　

な
お
、
巻
第
五
の
一
条
天
皇
朝
に
は
、
十
九
名
の
人
物
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
部
の
平

兼
盛
（
三
十
六
歌
仙
。『
小
倉
百
人
一
首
』
に
「
し
の
ぶ
れ
ど
色
に
出
で
に
け
り
我
が
恋
は
も

の
や
思
ふ
と
人
の
問
ふ
ま
で
」）、
大お

お

中な
か

臣と
み
の

能よ
し

宣の
ぶ

（
伊
勢
大
神
宮
祭
主
。
梨
壺
の
五
人
。
三
十
六

歌
仙
）、
源
雅
信
（
娘
の
倫
子
は
藤
原
道
長
の
妻
で
、
彰
子
の
生
母
）
の
三
人
に
次
い
で
、
今
、

姿
で
あ
ろ
う
か
。
武
人
と
し
て
の
大
伴
旅
人
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
版
２
参
照
）。

　

な
お
、
図
版
1

と
図
版
2

は
、
肖
像
画
の
ペ
ー
ジ
の
み
を
掲
げ
た
。

三　

紫
式
部
と
清
少
納
言

　

紫
式
部
と
清
少
納
言
は
、
と
も
に
生
没
年
未
詳
で
あ
る
が
、
清
少
納
言
が
少
し
早
い
時
代
に

活
躍
し
た
。
た
だ
し
『
前
賢
故
実
』
で
は
、
巻
第
五
・
下
冊
の
一
条
天
皇
朝
に
、
紫
式
部
が
先

に
、
清
少
納
言
が
す
ぐ
そ
の
後
に
連
続
し
て
、
配
列
さ
れ
て
い
る
。

　

紫
式
部
の
略
伝
で
は
、
父
藤
原
為
時
・
夫
藤
原
宣
孝
・
娘
大
弐
三
位
に
触
れ
る
が
、
中
心
は

上
東
門
院
（
藤
原
道
長
の
娘
彰
子
、
一
条
天
皇
皇
后
）
に
仕
え
、『
白
氏
文
集
』
を
教
授
し
た

こ
と
、『
源
氏
物
語
』
五
十
四
帖
を
著
し
た
こ
と
、
そ
の
文
辞
が
絶
妙
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

紫
式
部
の
日
記
を
読
む
と
、
自
ら
を
誇
ら
ず
、
慎
み
深
い
態
度
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
、
と

書
か
れ
て
い
る
。

　
「
い
づ
く
と
も
身
を
や
る
か
た
の
し
ら
れ
ね
ば
う
し
と
み
つ
つ
も
な
が
ら
ふ
る
か
な
」
と
い

う
『
千
載
和
歌
集
』
に
入
集
し
て
い
る
紫
式
部
の
歌
が
、
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

肖
像
画
は
、
狭
い
室
内
に
、
琴
や
琵
琶
が
立
て
か
け
ら
れ
、
三
段
の
棚
に
巻
物
が
ぎ
っ
し
り

と
置
か
れ
て
、
布
に
包
ま
れ
た
よ
う
な
荷
物
も
見
え
る
。
そ
の
棚
の
前
で
傍
ら
の
大
き
な
包
み

に
右
肘
を
も
た
せ
か
け
、
右
手
で
降
り
懸
か
る
黒
髪
を
押
さ
え
て
座
っ
て
俯
く
姿
で
描
か
れ
て

い
る
（
図
版
３
参
照
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
数
多
く
の
調
度
品
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
る
肖
像
画
は
、『
前
賢
故
実
』
の

中
で
も
、
珍
し
い
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
構
図
が
取
ら
れ
た
の
か
、
一
見
す
る
と
不
思
議
で
あ

る
が
、
略
伝
中
に
、「
其
の
日
記
を
見
れ
ば
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、『
紫
式
部
日

記
』
を
繙
い
て
み
よ
う
。
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
り
、
こ
の
部
分
を
菊
池
容
斎
が
絵

画
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
（
上
略
）
あ
や
し
う
黒
み
す
す
け
た
る
曹ざ

う

子し

に
、
箏さ
う

の
琴
、
和
琴
、
し
ら
べ
な
が
ら
、
心
に

入
れ
て
、「
雨
降
る
日
、
琴こ

と

柱ぢ

倒
せ
」
な
ど
も
い
ひ
は
べ
ら
ぬ
ま
ま
に
、
塵
つ
も
り
て
、
よ
せ

立
て
た
り
し
厨づ

子し

と
柱
と
の
は
さ
ま
に
首
さ
し
入
れ
つ
つ
、
琵
琶
も
左
右
に
立
て
て
は
べ
り
。

大
き
な
る
厨
子
一
よ
ろ
ひ
に
、
ひ
ま
も
な
く
積
み
て
は
べ
る
も
の
、
ひ
と
つ
に
は
ふ
る
歌
、
物

語
の
え
も
い
は
ず
虫
の
巣
に
な
り
に
た
る
、
む
つ
か
し
く
は
ひ
散
れ
ば
、
あ
け
て
見
る
人
も
は

べ
ら
ず
、
片
つ
か
た
に
、
書ふ

み

ど
も
、
わ
ざ
と
置
き
重
ね
し
人
も
は
べ
ら
ず
な
り
に
し
後
、
手
ふ

る
る
人
も
こ
と
に
な
し
。
そ
れ
ら
を
、
つ
れ
づ
れ
せ
め
て
あ
ま
り
ぬ
る
と
き
、
ひ
と
つ
ふ
た
つ

ひ
き
い
で
て
見
は
べ
る
を
、（
下
略）

3
（

）
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島　内　裕　子

あ
り
、
そ
れ
に
因
む
歌
で
あ
る
（
図
版
５
参
照
）。
ち
な
み
に
、
こ
れ
は
『
捨
遺
和
歌
集
』
の

哀
傷
部
に
入
集
し
て
い
る
。

　

小
式
部
の
略
伝
は
、
母
が
和
泉
式
部
で
あ
る
こ
と
、
宮
中
の
歌
会
に
初
め
て
出
る
時
、
藤
原

定
頼
か
ら
、「
母
親
の
和
泉
式
部
が
丹
後
国
に
下
っ
て
い
る
の
で
、
和
歌
を
教
え
て
も
ら
え
な

い
で
す
ね
」
と
か
ら
か
わ
れ
た
の
を
打
ち
返
す
よ
う
に
、「
大
江
山
生
野
の
道
の
遠
け
れ
ば
ま

だ
ふ
み
も
見
ず
天
の
橋
立
」
の
歌
を
詠
ん
で
、
定
頼
を
敗
走
さ
せ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
書
か
れ
て

い
る
。
掲
載
和
歌
も
「
大
江
山
」
の
歌
（『
金
葉
和
歌
集
』
入
集
）
で
あ
る
。
肖
像
画
は
、
向

か
っ
て
左
側
に
振
り
返
っ
た
座
像
で
、
衣
裳
が
精
緻
で
美
し
く
、
顔
も
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て

い
る
（
図
版
６
参
照
）。
菊
池
容
斎
に
は
『
小
式
部
大
江
山
歌
意
』
と
い
う
絵
も
あ
る
。
な
お
、

図
版
5

と
図
版
6

は
、
略
伝
部
分
を
省
い
た
。

　

赤
染
衛
門
の
略
伝
は
、
夫
の
大
江
匡
衡
が
、
藤
原
公
任
か
ら
亜
相
（
大
納
言
）
を
辞
す
る
上

表
（
君
主
に
奉
る
文
書
）
の
執
筆
を
依
頼
さ
れ
て
苦
渋
し
て
い
た
時
、
赤
染
衛
門
が
、
公
任
の

意
を
迎
え
る
書
き
方
を
教
え
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
（『
十
訓
抄
』
七
の
九
）
を
記
し
て
い
る
が
、
掲

載
歌
は
、
息
子
の
挙
周
が
重
い
病
に
臥
し
た
際
に
、
住
吉
大
社
に
詣
で
て
、「
替か

は
ら
む
と
祈

る
命
は
惜
し
か
ら
で
さ
て
も
別
れ
む
こ
と
ぞ
悲
し
き
」
と
詠
ん
で
、
神
の
心
を
動
か
し
、
挙
周

の
命
を
救
っ
た
歌
で
あ
る
。
肖
像
画
も
、
市
女
笠
を
は
ず
し
た
赤
染
衛
門
が
住
吉
大
社
の
鳥
居

を
く
ぐ
る
場
面
を
描
い
た
も
の
で
、
手
に
持
っ
て
い
る
捧
げ
物
に
は
、「
替か

は
ら
む
と
」
の
歌

が
書
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
（
図
版
７
参
照
）。『
古
今
著
聞
集
』
巻
五
の
一
七
六
の
記
述
内
容

を
、
絵
画
化
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

　

伊
勢
大
輔
の
略
伝
に
は
、
上
東
門
院
（
道
長
の
娘
の
彰
子
）
の
所
に
、
道
長
が
や
っ
て
き
た

時
、
奈
良
の
旧
都
か
ら
も
っ
て
来
ら
れ
た
「
八
重
桜
」
の
技
を
、
宮
中
の
「
九
重
」
と
響
き
合

わ
せ
て
即
詠
し
て
、
賞
賛
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
肖
像
画
は
、
ど
の
よ
う
に
和

歌
に
詠
む
か
、
考
え
な
が
ら
墨
を
磨
る
後
ろ
姿
で
描
か
れ
て
い
る
（
図
版
８
参
照
）。
掲
載
歌

は
、
こ
の
時
の
こ
と
を
詠
ん
だ
『
詞
花
和
歌
集
』
の
、「
い
に
し
へ
の
奈
良
の
都
の
八
重
桜
今

日
九
重
に
に
ほ
ひ
ぬ
る
か
な
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
王
朝
女
性
た
ち
は
、
深
い
教
養
を
当
意
即
妙
に
働
か
せ
て
宮
廷
人
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
た
人
々
で
あ
っ
た
。

四　

俊
成
・
定
家
・
俊
成
女

　
『
前
賢
故
実
』
の
巻
第
七
・
下
冊
の
末
尾
に
、
藤
原
俊
成
と
藤
原
定
家
と
藤
原
俊
成
女
の
三

人
が
連
続
し
て
位
置
す
る
。
俊
成
か
ら
見
る
と
、
息
子
と
孫
娘
で
あ
り
、
三
代
が
揃
っ
て
、
高

倉
天
皇
朝
二
十
八
名
の
掉
尾
を
飾
っ
て
い
る
。
藤
原
俊
成
の
略
伝
は
、
官
歴
及
び
和
歌
に
関
す

取
り
上
げ
た
紫
式
部
を
筆
頭
に
、
清
少
納
言
（『
枕
草
子
』
の
作
者
）、
和
泉
式
部
（
歌
人
。

『
和
泉
式
部
日
記
』。『
小
倉
百
人
一
首
』
に
「
あ
ら
ざ
ら
む
こ
の
世
の
ほ
か
の
思
ひ
出
に
今
ひ

と
た
び
の
逢
ふ
こ
と
も
が
な
」）、
小
式
部
（
歌
人
。
和
泉
式
部
の
娘
。『
小
倉
百
人
一
首
』
に

「
大
江
山
生
野
の
道
の
遠
け
れ
ば
ま
だ
ふ
み
も
見
ず
天
の
橋
立
」）、
赤
染
衛
門
（
歌
人
。
一
説

に
、
父
は
平
兼
盛
。
大
江
匡
衡
の
妻
。『
栄
華
物
語
』
正
編
の
作
者
と
も
さ
れ
る
）、
伊
勢
大
輔

（
大
中
臣
能
宣
の
孫
。『
小
倉
百
人
一
首
』
に
「
い
に
し
へ
の
奈
良
の
都
の
八
重
桜
今
日
九
重
に

に
ほ
ひ
ぬ
る
か
な
」）
の
六
名
が
連
な
る
。『
前
賢
故
実
』
で
も
珍
し
い
、
女
性
た
ち
の
活
躍
期

で
あ
る
。

　

そ
の
中
で
、
後
世
、
紫
式
部
と
並
び
称
さ
れ
た
の
が
、
清
少
納
言
で
あ
る
。『
前
賢
故
実
』

の
略
伝
に
は
、
清
原
元
輔
の
娘
で
あ
る
こ
と
、
才
学
が
紫
式
部
と
並
び
称
さ
れ
た
こ
と
。
皇
后

（
定
子
）
に
「
香
炉
峰
の
雪
は
い
か
が
か
」
と
聞
か
れ
て
、
白
居
易
の
「
香
炉
峰
雪
撥
簾
看
」

の
句
の
通
り
に
、
簾
を
掲
げ
た
の
で
、
皇
后
が
そ
の
才
華
を
、
と
て
も
慶
ば
れ
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
に
も
、
清
少
納
言
が
老
い
て
後
、
陋
屋
に
住
ん
で
い
た
時
、
通
り
か
か
っ
た
青
年
た

ち
が
憫
笑
す
る
と
、
簾
の
中
か
ら
「
駿
馬
の
骨
を
買
う
者
あ
り
」
と
い
う
故
事
を
知
ら
な
い
の

か
と
問
い
か
け
て
、
気
骨
を
示
し
、
青
年
た
ち
に
み
ず
か
ら
慚
愧
の
念
を
起
こ
さ
せ
た
と
い
う

話
も
紹
介
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
「
駿
馬
の
骨
」
の
話
は
、『
古
事
談
』
と
い
う
説
話

集
に
載
っ
て
い
る）

9
（

。

　

略
伝
の
末
尾
は
、『
枕
草
子
』
を
著
し
、
世
間
で
よ
く
読
ま
れ
て
い
る
、
と
締
め
括
ら
れ
て

い
る
。
漢
文
体
の
略
伝
と
、
肖
像
画
の
間
に
、『
後
拾
遺
和
歌
集
』
に
入
集
し
て
い
る
「
夜
を

こ
め
て
鳥
の
そ
ら
ね
は
は
か
る
と
も
よ
に
逢
坂
の
関
は
ゆ
る
さ
じ
」
の
歌
が
、
詞
書
も
含
め
て

書
か
れ
て
い
る
。

　

肖
像
画
は
、
几
帳
か
ら
身
を
乗
り
出
し
て
い
る
姿
で
あ
る
。
略
伝
に
載
る
清
少
納
言
の
二
大

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
、「
香
炉
峰
の
雪
」
と
「
駿
馬
の
骨
」
は
、
ど
ち
ら
も
簾
に
か
か
わ
る
話

で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
こ
で
、「
簾
」
で
は
な
く
「
几
帳
」
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

や
や
不
審
で
は
あ
る
が
、
清
少
納
言
の
横
顔
が
生
き
生
き
と
し
て
お
り
、
身
を
乗
り
出
す
ポ
ー

ズ
も
、
清
少
納
言
の
自
由
闊
達
な
イ
メ
ー
ジ
と
相
俟
っ
て
お
り
、
好
感
が
持
て
る
（
図
版
４
参

照
）。

　

こ
こ
で
先
に
言
及
し
た
他
の
四
人
の
女
性
の
肖
像
画
と
略
伝
に
つ
い
て
も
、
簡
潔
に
触
れ
て

お
こ
う
。
和
泉
式
部
の
肖
像
画
は
、
市
女
笠
を
被
っ
た
旅
装
束
で
あ
る
。
左
手
で
、
笠
の
鍔
の

縁
を
押
さ
え
て
い
る
。
播
磨
国
書
写
山
の
性
空
に
和
歌
を
贈
っ
た
と
が
略
伝
に
書
か
れ
て
お

り
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
和
歌
も
、「
暗
き
よ
り
暗
き
道
に
ぞ
入
り
ぬ
べ
き
遙
か
に
照
ら
せ
山
の

端
の
月
」（
適
宜
、
意
味
が
分
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
漢
字
を
宛
て
た
。
以
下
同
様
）
で
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『前賢故実』に描かれた文学者たちの肖像

の
章
で
取
り
上
げ
、
堀
田
善
衞
は
『
定
家
明
月
記
私
抄
』（
新
潮
社
、
一
九
八
六
年
）
の
冒
頭

部
「
序
の
記
」
で
、
こ
の
あ
た
り
の
『
明
月
記
』
の
記
述
を
紹
介
し
て
い
る
。
膨
大
な
『
明
月

記
』
の
中
で
も
、
現
代
の
文
学
者
た
ち
に
強
い
印
象
を
与
え
た
箇
所
な
の
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど

も
、
二
人
と
も
、
こ
の
漢
詩
自
体
に
は
注
目
し
て
い
な
い
。

　

俊
成
と
定
家
は
、
見
開
き
の
右
頁
に
漢
文
の
略
伝
が
あ
り
、
左
頁
に
肖
像
画
、
そ
の
中
間
部

の
余
白
や
、
肖
像
画
の
上
部
を
利
用
し
て
、
掲
載
和
歌
や
漢
詩
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
レ
イ
ア
ウ
ト
が
、『
前
賢
故
実
』
の
基
本
型
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
次
に
取
り
上
げ
る

藤
原
俊
成
女
の
場
合
は
、
右
頁
に
漢
文
の
略
伝
の
頁
、
左
頁
に
花
盛
り
の
梅
の
木
に
左
手
首
を

凭
た
せ
て
振
り
返
る
立
ち
姿
の
肖
像
画
が
描
か
れ
、
さ
ら
に
次
頁
の
右
面
に
、
花
を
著
け
た
梅

の
曲
折
し
た
枝
が
伸
び
て
お
り
、
浮
世
絵
で
言
う
所
の
、
い
わ
ゆ
る
「
三
枚
続
き
」
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
（
図
版
11

参
照
）。
図
版
で
は
略
伝
の
頁
は
省
略
し
た
が
、
藤
原
俊
成
女
の
描

き
方
は
、
略
伝
と
読
み
合
わ
せ
る
と
よ
く
わ
か
る
の
で
、
漢
文
の
略
伝
の
全
文
を
次
に
引
用
し

て
み
よ
う
。
な
お
、『
前
賢
故
実
』
の
漢
文
に
は
読
点
は
な
く
、
す
べ
て
句
点
で
あ
る
。
返
り

点
は
省
略
す
る
。

　
　
　

藤
原
朝
臣
俊
成
女
。
姿
色
婉
美
。
好
詠
歌
。
最
勝
光
院
新
栽
梅
数
株
。

　
　
　

花
発
爛
熳
。
一
日
女
仮
装
為
賤
婢
之
状
。
独
竊
到
釣
殿
之
下
観
花
。
時

　
　
　

有
青
侍
及
少
年
僧
徒
等
。
謔
語
甚
喧
。
女
避
而
将
還
。
僧
見
女
所
着

　
　
　

白
衣
垢
汗
半
変
黄
。
嘲
之
曰

　
　
　
　
　

は
な
を
見
す
て
ゝ
か
へ
る
猿
麻
呂

　
　
　

女
即
回
顧
曰
。

　
　
　
　
　

ほ
し
ま
も
る
犬
の
ほ
ゆ
る
に
驚

お
ど
ろ
きて

　
　
　

彼
輩
已
知
驚
俊
成
女
。
大
恥
忽
遁
走
云
。

　

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
『
十
訓
抄
』
第
三
「
人
倫
を
侮
ら
ざ
る
事
」
の
第
八
話
に
出
て
い
る
話

に
拠
る
の
だ
ろ
う
。「
俊
成
女
は
、
古
び
た
衣
で
姿
を
や
つ
し
て
、
梅
花
見
物
に
出
掛
け
た
の

だ
が
、
そ
う
と
は
知
ら
な
い
若
者
た
ち
が
失
礼
な
態
度
を
取
る
」
と
い
う
話
の
骨
格
と
連
句

は
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
前
賢
故
実
』
で
「
女
即
回
顧
曰
」
と
い
う
部
分
は
、『
十

訓
抄
』
で
は
、「
と
り
あ
へ
ず
」
と
だ
け
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
失
礼
な
前
句

を
詠
み
か
け
た
若
者
に
対
し
て
、
直
ち
に
振
り
返
っ
て
、
ぴ
し
ゃ
り
と
相
手
に
返
答
し
た
場
面

は
、「
女
即
回
顧
曰
」
と
い
う
五
文
字
に
よ
っ
て
、
鮮
や
か
に
目
に
浮
ぶ
の
で
あ
る
。

　
『
十
訓
抄
』
で
は
末
尾
に
「
こ
の
女
房
は
俊
成
卿
の
女
と
て
、
い
み
じ
き
歌
よ
み
な
り
け
る

が
、
深
く
姿
を
や
つ
し
た
り
け
る
と
ぞ）
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」
と
い
う
種
明
か
し
が
書
か
れ
て
い
る
。
ゆ
っ
た
り
と

梅
の
木
に
凭
れ
た
余
裕
の
あ
る
姿
勢
と
言
い
、
聞
き
捨
て
な
ら
な
い
非
礼
な
句
へ
の
き
り
り
と

る
業
績
が
書
か
れ
、
後
白
河
法
皇
の
勅
命
で
『
千
載
和
歌
集
』
の
撰
者
と
な
り
、
貴
賤
に
か
か

わ
ら
ず
秀
歌
を
撰
ん
だ
こ
と
な
ど
を
記
す
。
和
歌
所
で
屏
風
と
褥
を
設
け
て
九
十
の
賀
を
賜
わ

り
、
鳩
杖
を
賜
っ
た
。
肖
像
画
に
は
、
背
後
に
褥
と
、
和
歌
が
縫
い
取
ら
れ
た
帯
状
の
布
、
及

び
鳩
の
彫
像
が
つ
い
た
鳩
杖
が
寝
か
せ
て
置
か
れ
て
い
る
（
図
版
９
参
照
）。

　

和
歌
が
記
さ
れ
た
布
か
ら
は
、「
百
と
せ
」
や
「
か
ゝ
れ
と
そ
思
ふ
」
な
ど
の
文
字
が
読
み

取
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
絵
は
、
九
十
の
賀
に
当
た
っ
て
、
後
鳥
羽
院
か
ら
賜
っ
た
「
存
な
が
ら

へ
て
今
朝
や
嬉
し
き
老
の
波
八
千
代
を
か
け
て
君
に
仕
へ
よ
」
と
い
う
歌
で
は
な
く
、『
新
古

今
和
歌
集
』
の
撰
者
の
一
人
・
藤
原
有
家
が
詠
ん
だ
、「
百も

も

年と
せ

の
近
づ
く
坂
に
つ
き
そ
め
て
今

行
く
末
も
か
か
れ
と
ぞ
思
ふ
」
の
歌
で
あ
る
。
容
斎
は
、
こ
ち
ら
の
歌
の
ほ
う
が
「
鳩
の
杖
」

に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
俊
成
の
肖
像
画
の
左
上
に
書
か

れ
て
い
る
の
は
、『
千
載
和
歌
集
』
の
夏
に
位
置
す
る
「
す
ぎ
ぬ
る
か
夜
半
の
ね
ざ
め
の
時
鳥

声
は
枕
に
あ
る
心
地
し
て
」
と
い
う
俊
成
の
歌
で
あ
る
。

　

藤
原
定
家
の
略
伝
に
は
、
和
歌
の
妙
が
縦
横
精
緻
で
あ
り
、
和
歌
の
家
柄
と
い
う
淵
源
が
あ

る
の
で
、
和
歌
の
奥
義
も
究
め
ぬ
所
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
が
、
そ
の
才
気
を
自
負
し
て
、
常
に

不
遇
を
歎
い
て
い
た
こ
と
な
ど
を
記
す
。『
新
古
今
和
歌
集
』
と
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
の
撰
者

で
あ
っ
た
こ
と
や
、『
小
倉
百
人
一
首
』
を
撰
ん
だ
こ
と
な
ど
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
掲
載
作

品
も
和
歌
で
は
な
く
、「
旅
亭
晩
月
明　

草
寝
夏
風
清　

遠
水
玆
々
処　

望
郷
夢
未
成
」
と
い

う
五
言
絶
句
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
図
版
10

参
照
）。

　

こ
の
漢
詩
は
、
藤
原
定
家
の
漢
文
日
記
『
明
月
記
』
の
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
六
月
十
一

日
条
に
書
か
れ
て
い
る
。
久
保
田
淳
校
訂
・
訳
『
藤
原
定
家
全
歌
集
・
下
』（
ち
く
ま
学
芸
文

庫
，
二
〇
一
七
年
）
に
よ
っ
て
読
み
下
し
文
を
示
せ
ば
，｢

旅
亭
晩
月
明
ら
か
な
り　

単
寝
の

夏
風
清
し　

遠
水
茫
々
た
る
処　

望
郷
夢
未
だ
成
ら
ず
」
と
な
る
。
こ
の
漢
詩
に
続
け
て
、

「
お
も
か
げ
は
わ
が
身
は
な
れ
ず
た
ち
そ
ひ
て
宮
こ
の
月
に
今
や
寝
ぬ
ら
む
」
と
い
う
和
歌

（「
拾
遺
愚
草
員
外
之
外
」）
も
詠
ま
れ
て
い
る
。

　

漢
詩
も
和
歌
も
、
都
に
残
し
て
き
た
家
族
へ
の
思
い
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
は
大
雨

が
続
き
、
後
鳥
羽
院
の
水
無
瀬
離
宮
行
幸
に
供
奉
す
る
定
家
は
、
心
身
の
疲
労
が
激
し
く
、
加

え
て
幼
い
息
子
（
当
時
、
五
歳
の
為
家
）
が
「
発
心
地
」、
す
な
わ
ち
、「
お
こ
り
ご
こ
ち
」

（
マ
ラ
リ
ア
性
の
熱
病
の
よ
う
な
高
熱
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
詠
ま
れ
た
漢
詩
で
あ

る
。
こ
の
漢
詩
が
、『
前
賢
故
実
』
に
お
い
て
藤
原
定
家
の
掲
載
詩
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

こ
の
記
事
の
前
後
の
、
建
仁
二
年
六
月
三
日
か
ら
十
五
日
あ
た
り
ま
で
の
『
明
月
記
』
に

は
、『
水
無
瀬
釣
殿
当
座
六
首
歌
合
』
が
ま
と
め
ら
れ
る
ま
で
の
経
緯
が
書
か
れ
て
お
り
、
丸

谷
才
一
が
『
後
鳥
羽
院
』（
日
本
詩
人
選
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
年
）
の
「
へ
に
け
る
年
」
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『
前
賢
故
実
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
和
歌
は
、「
思
ひ
あ
ま
り
う
ち
ぬ
る
宵
の
ま
ぼ
ろ
し
も
波

路
を
分
け
て
行
き
通か

よ

ひ
け
り
」
の
歌
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
千
載
和
歌
集
』
に
選
ば
れ
た
歌
で

あ
り
、
勅
撰
和
歌
集
に
初
め
て
一
首
選
ば
れ
た
こ
と
を
、
長
明
は
『
無
名
抄
』
に
書
い
て
い

る
。
肖
像
画
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
歌
を
見
上
げ
る
よ
う
な
姿
勢
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
鴨
長
明

の
情
感
の
強
さ
と
、
そ
れ
だ
け
に
、
人
生
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
思
い
惑
う
姿
を
象
徴
し
て
い

る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
か
つ
て
の
歌
人
と
し
て
の
活
躍
と
、
現
在
の
草
庵
暮
ら
し
と
を
対
比

し
、
歌
人
と
し
て
励
ん
だ
日
日
を
「
ま
ぼ
ろ
し
」
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

次
に
、
佐
藤
憲
清
を
取
り
上
げ
よ
う
。
肖
像
画
は
出
家
姿
で
あ
り
、
旅
姿
で
あ
る
（
図
版
13

参
照
）。
横
顔
は
、
意
志
の
強
そ
う
な
、
し
っ
か
り
と
し
た
性
格
の
人
物
の
よ
う
に
見
え
る
。

掲
載
和
歌
は
「
心
な
き
身
に
も
あ
は
れ
は
知
ら
れ
け
り
鴫し

ぎ

立
つ
沢
の
秋
の
夕
ぐ
れ
」
と
い
う
、

有
名
な
和
歌
で
あ
る
。
こ
の
絵
だ
け
を
見
る
と
、
ま
る
で
鴫
立
つ
沢
を
旅
す
る
西
行
の
よ
う
に

見
え
る
が
、
右
頁
に
、
可
愛
ら
し
い
男
の
子
が
猫
を
抱
い
て
走
り
去
る
場
面
が
描
か
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
肖
像
画
は
、『
吾
妻
鏡
』
に
書
か
れ
て
著
名
な
、
西
行
が
鎌
倉

で
源
頼
朝
と
会
見
し
て
、
銀
製
の
猫
を
頂
戴
し
た
が
、
門
を
出
る
と
、
そ
こ
に
い
た
子
ど
も

に
、
銀
の
猫
を
与
え
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
略
伝

に
は
、
こ
の
こ
と
に
触
れ
ず
、
累
代
の
武
者
の
家
柄
で
あ
る
こ
と
、
北
面
の
武
士
と
な
っ
た
こ

と
、
出
家
後
、
各
地
を
旅
し
た
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
西
行
は
、『
吾
妻
鏡
』
に
よ
れ

ば
、
鎌
倉
か
ら
奥
州
平
泉
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
卜
部
兼
好
を
取
り
上
げ
よ
う
。
肖
像
画
は
、
出
家
姿
で
燈
火
の
も
と
、
巻
紙
に
執
筆

中
の
姿
で
あ
る
（
図
版
14

参
照
）。『
徒
然
草
』
第
十
三
段
に
、「
一ひ

と
り人

、
燈と
も

火し
び

の
下も
と

に
、
文ふ
み

を

広
げ
て
、
見
ぬ
世
の
人
を
友
と
す
る
ぞ
、
こ
よ
な
う
慰
む
業わ

ざ

な
る
」
と
あ
り
、
こ
の
箇
所
は
、

「
兼
好
読
書
図
」
と
し
て
、
よ
く
描
か
れ
る
。

　

た
だ
し
、『
前
賢
故
実
』
で
は
、
書
物
を
読
む
姿
で
は
な
く
、
筆
を
持
っ
て
、
し
ば
し
、
書

い
た
所
ま
で
を
読
み
直
し
て
、
表
現
を
推
敲
中
で
あ
る
か
の
よ
う
な
ポ
ー
ズ
で
あ
る
。
机
に
は

硯
も
描
か
れ
て
い
て
、
も
し
、
燈
火
が
な
け
れ
ば
、『
徒
然
草
』
序
段
の
「
つ
れ
づ
れ
な
る
ま

ま
に
、
日
暮
ら
し
硯
に
向
か
ひ
て
」
と
い
う
書
き
出
し
の
部
分
と
も
言
え
よ
う
か
。
こ
の
序
段

に
基
づ
く
肖
像
画
も
、「
兼
好
執
筆
図
」
と
し
て
よ
く
描
か
れ
る
。

　

容
斎
は
あ
え
て
、『
徒
然
草
』
の
序
段
と
第
十
三
段
を
総
合
し
て
、
兼
好
の
執
筆
姿
を
肖
像

画
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
掲
げ
ら
れ
て
い
る
和
歌
は
、「
思
ひ
た
つ
木
曾
の
麻あ

さ

衣ぎ
ぬ

あ
さ
く

の
み
染
め
て
や
む
べ
き
袖
の
色
か
は
」
で
あ
り
、
兼
好
の
木
曽
隠
遁
伝
説
の
由
来
と
も
な
っ
た

和
歌
で
あ
る
。

　

菊
池
容
斎
は
、
長
明
の
肖
像
画
を
、
両
手
を
後
ろ
に
つ
い
て
、
体
を
反
ら
し
て
顔
を
仰
向
け

に
描
い
た
の
と
対
照
的
に
、
机
に
俯
い
て
、
巻
物
（
紙
）・
硯
・
筆
・
燈
火
と
い
う
、
執
筆
家

し
た
表
情
と
言
い
、
略
伝
と
響
き
合
っ
て
、
見
事
に
一
場
面
を
描
き
切
っ
て
い
る
。
俊
成
女
の

み
す
ぼ
ら
し
い
姿
を
猿
に
喩
え
た
若
者
に
、「
あ
な
た
た
ち
の
非
常
識
さ
は
、
天
空
の
星
に
向

か
っ
て
吠
え
る
犬
か
と
驚
く
ば
か
り
で
す
ね
」
と
打
ち
返
し
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
明
治
時
代
に
な
る
と
、
こ
の
俊
成
女
の
肖
像
画
は
、
油
彩
画
と
し
て
描
か
れ
て
い
る

こ
と
が
研
究
さ
れ
て
い
る）

11
（

。

　

藤
原
俊
成
と
定
家
は
、
父
子
二
代
に
亘
っ
て
、
当
時
最
高
の
歌
人
と
し
て
、
和
歌
界
の
中
心

と
な
っ
た
が
、
定
家
に
関
し
て
は
、
彼
の
性
格
に
踏
み
込
ん
だ
、
や
や
厳
し
い
見
方
も
窺
わ
れ

る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
よ
う
な
定
家
観
は
、『
後
鳥
羽
院
口
伝
』
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
に
対
し
て
俊
成
女
の
描
き
方
は
、
略
伝
も
肖
像
画
も
、
三
人
の
中
で
、
最
も
生
き
生

き
と
し
て
、
印
象
も
強
い
。
文
芸
の
力
が
、
俊
成
女
の
生
き
方
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。

五　

鴨
長
明
・
佐
藤
憲
清
・
卜
部
兼
好

　

鴨
長
明
は
世
俗
の
名
前
で
あ
り
、
出
家
後
は
蓮
胤
と
い
う
名
前
で
あ
る
。
佐
藤
憲
清
は
、
西

行
の
出
家
前
の
世
俗
の
名
前
で
あ
る
。
兼
好
の
場
合
は
、「
う
ら
べ
・
か
ね
よ
し
」
が
世
俗
の

名
前
で
あ
り
、「
け
ん
こ
う
」
が
出
家
後
の
名
前
で
あ
る
。『
前
賢
故
実
』
に
は
三
人
す
べ
て

が
、
世
俗
の
名
前
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

鴨
長
明
は
巻
第
六
の
下
冊
、
二
条
天
皇
朝
十
二
名
の
中
に
位
置
す
る
。
佐
藤
憲
清
（
以
下
、

西
行
と
表
記
す
る
場
合
も
あ
る
）
は
、
巻
第
八
の
上
冊
、
後
鳥
羽
天
皇
朝
四
十
名
の
中
に
位
置

す
る
。
卜
部
兼
好
は
巻
第
八
の
下
冊
、
伏
見
天
皇
朝
の
一
名
に
位
置
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
兼

好
の
み
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
三
人
の
生
年
順
は
、
西
行
・
長
明
・
兼
好
で
あ
る
が
、

『
前
賢
故
実
』
で
は
、
長
明
・
西
行
・
兼
好
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
鴨
長
明
か
ら
取
り
上
げ
よ
う
。
肖
像
画
を
見
る
と
、
こ
の
よ
う
に
顔
を
仰
向
け
に
し

て
、
上
半
身
を
大
き
く
反
ら
し
て
い
る
姿
勢
は
珍
し
い
（
図
版
12

参
照
）。

　

後
ろ
に
琴
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
、『
方
丈
記
』
の
文
中
に
、
庵
に
持
ち
込
ん
だ
調
度
品
と

し
て
、
琵
琶
と
琴
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
鴨
長
明
の
肖
像
画
と
し
て

は
、
墨
染
め
衣
の
膝
元
に
琵
琶
が
置
か
れ
て
い
る
、
土
佐
派
に
拠
る
構
図
が
有
名
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
鴨
長
明
の
出
家
伝
説
の
一
つ
に
、
琵
琶
の
秘
曲
を
許
可
さ
れ
て
い
な
い
の
に
弾
い
て
、

そ
れ
を
咎
め
ら
れ
た
か
ら
、
と
す
る
説
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、『
前
賢
故
実
』
が

琴
を
描
い
て
い
る
の
は
、
独
自
性
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
略
伝
で
は
特
に
触

れ
て
い
な
い
。
略
伝
に
は
、
管
絃
と
和
歌
に
優
れ
、
和
歌
所
の
寄
人
と
な
っ
た
こ
と
、
後
に
出

家
し
た
こ
と
、
自
ら
の
創
意
に
よ
る
組
み
立
て
式
の
方
丈
の
庵
を
作
り
、
日
野
外
山
に
暮
ら
し

た
こ
と
お
よ
び
、『
方
丈
記
』
を
は
じ
め
、
長
明
の
著
作
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
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『前賢故実』に描かれた文学者たちの肖像

（
４
）
注
３
書
、
二
〇
四
頁
の
頭
注
二
。

（
５
）
注
３
書
、
二
〇
四
頁
の
頭
注
三
。

（
６
）
注
３
書
、
二
〇
三
頁
の
現
代
語
訳
。

（
７
）『
没
後
一
二
〇
年

│
「
菊
池
容
斎
と
明
治
の
美
術
」
展
図
録
』（
練
馬
区
立
美
術
館　

野
地
耕
一

郎
編
集
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所　

塩
谷
純
編
集
協
力
、
練
馬
区
立
美
術
館
発
行
、
一
九
九
九

年
）

（
８
）
注
７
書
、
一
〇
一
頁
に
、
月
岡
芳
年
《
古
今
姫
鑑　

紫
式
部
》
が
カ
ラ
ー
図
版
で
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
解
説
文
で
は
、
こ
の
絵
の
「
画
面
上
部
に
記
さ
れ
た
略
伝
」
が
、『
前
賢
故
実
』
に
拠
り
な
が

ら
も
、『
前
賢
故
実
』
で
は
「
棚
に
は
沢
山
の
巻
物
が
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
図
は
人
物
に

よ
り
接
近
し
て
描
い
て
お
り
、
こ
こ
に
は
巻
子
と
燭
台
の
み
が
置
か
れ
て
い
る
」
と
、
画
面
の
違
い

に
も
注
目
し
て
い
る
。
芳
年
の
絵
に
は
机
が
描
か
れ
て
い
て
、
そ
の
上
に
巻
物
が
置
か
れ
、
紫
式
部

は
机
の
端
に
左
肘
を
つ
い
て
、
左
手
で
降
り
懸
か
る
髪
を
押
さ
え
て
い
る
姿
勢
に
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
執
筆
姿
と
す
る
に
は
、
筆
や
硯
が
見
え
な
い
こ
と
が
や
や
不
審
で
、
灯
火
の
下
で
の
読
書
姿

で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
読
書
姿
と
す
る
に
は
巻
物
に
文
字
ら
し
き
も
の
が
書
か
れ
て
い
な
い
の

で
、
あ
る
い
は
、
思
索
姿
で
あ
ろ
う
か
。

（
９
）『
古
事
談
』
に
書
か
れ
て
い
る
、
清
少
納
言
の
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、『
前
賢
故
実
』
の
略
伝
の
書

き
方
と
、
多
少
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
る
が
、『
前
賢
故
実
』
は
、
清
少
納
言
の
人
物
像
を
『
古
事
談
』

か
ら
、
か
な
り
的
確
に
描
き
出
し
て
い
る
。

（
10
）
引
用
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
十
訓
抄
』（
浅
見
和
彦
校
注
・
訳
、
小
学
館
、
一
九
九
七

年
）
に
拠
っ
た
。

（
11
）
注
７
書
、
一
一
三
頁
に
カ
ラ
ー
図
版
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
本
多
錦
吉
郎
の
油
彩
画
《
藤
原
俊
成

女
観
梅
ノ
図
》
は
、
解
説
文
に
拠
れ
ば
、
明
治
二
十
五
年
の
第
四
回
明
治
美
術
会
展
の
出
品
作
と
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
頁
の
上
部
に
、『
前
賢
故
実
』
の
当
該
図
版
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
油
彩

が
『
前
賢
故
実
』
に
拠
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
よ
く
わ
か
る
。
解
説
文
に
も
、｢

モ
チ
ー
フ
の
根

本
的
ル
ー
ツ
を
容
斎
画
に
求
め
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
解
説
文
は
野
地

耕
一
郎
氏
に
拠
る
も
の
で
あ
る
が
、
注
７
書
に
は
同
氏
の
論
文
「「
容
斎
」
以
後

│
明
治
期
美
術

に
お
け
る
そ
の
影
響
」
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
有
益
で
あ
る
。
な
お
、
容
斎
の
描
き
方
を
本
多
と
比

べ
る
と
、
容
斎
が
、
振
り
向
い
て
い
る
姿
で
描
い
て
い
る
点
が
、『
十
訓
抄
』
に
描
か
れ
た
連
句
の

や
り
と
り
の
場
面
を
暗
示
す
る
の
に
対
し
て
、
本
多
の
絵
で
は
、
俊
成
女
が
正
面
を
向
い
て
お
り
、

静
止
し
た
一
般
的
な
肖
像
画
の
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

（
二
〇
二
〇
年
十
月
三
十
一
日
受
理
）

と
し
て
の
調
度
品
に
囲
ま
れ
た
兼
好
を
描
き
、
好
一
対
で
あ
る
。
鎌
倉
将
軍
頼
朝
の
存
在
を
も

の
と
も
せ
ず
に
、
我
が
道
を
行
く
旅
姿
の
西
行
と
も
響
き
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
三
人
の

思
索
と
文
学
活
動
は
、
文
学
者
の
あ
り
方
と
生
き
方
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
明
確
に
示
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
『
前
賢
故
実
』
は
、
漢
文
の
略
伝
と
す
ぐ
れ
た
描
写
力
に
よ
る
肖
像
画
が
相
俟
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
生
を
自
分
ら
し
く
生
き
抜
い
た
人
間
た
ち
の
姿
を
現
前
さ
せ
て
、
魅
力
的
な
人
物
伝

集
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
十
四
人
の
文
学
者
以
外
に
も
、
小
野
小
町
や
在
原
業

平
（
第
四
巻
）、
菅
原
道
真
や
紀
貫
之
（
第
五
巻
）
な
ど
、
著
名
な
歌
人
た
ち
が
収
載
さ
れ
て

い
る
が
、
今
回
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
古
代
の
万
葉
歌
人
、
王
朝
時
代
の
女
房
た

ち
の
文
学
的
活
躍
、
和
歌
の
家
柄
が
形
成
さ
れ
た
時
代
を
牽
引
し
た
人
々
、
中
世
の
隠
遁
歌
人

た
ち
を
通
し
て
、
各
時
代
の
中
で
、
文
学
者
が
担
っ
た
役
割
の
変
化
、
そ
し
て
ひ
と
り
ひ
と
り

の
文
学
者
が
、
文
学
に
何
を
目
指
し
て
い
た
の
か
を
垣
間
見
る
一
端
な
り
と
も
示
す
こ
と
が
で

き
て
い
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注

（
１
）
島
内
裕
子
「『
先
進
繍
像
玉
石
雑
誌
』
の
研
究

│
兼
好
伝
の
位
相
を
中
心
に
」（『
放
送
大
学
研

究
年
報
』
三
十
七
号
、
二
〇
一
九
年
）

（
２
）
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
直
接
参
考
に
し
た
図
録
は
、『
古
今
和
歌
集
一
一
〇
〇
年
記
念　

歌
仙
の
饗
宴
』（
編
集
・
発
行　

財
団
法
人
出
光
美
術
館
、
平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日
、
第
二
版
）

で
あ
る
。
柿
本
人
麻
呂
像
の
論
文
と
し
て
、
笠
嶋
忠
幸
「
神
の
い
ま
す
世
界

│
佐
竹
本
三
十
六
歌

仙
絵
と
人
麿
像
」、
佐
々
木
孝
浩
「
描
か
れ
た
歌
聖
・
人
麿
」
の
二
編
が
収
載
さ
れ
て
お
り
、
歌
仙

と
し
て
神
と
し
て
の
、
柿
本
人
麻
呂
像
の
形
成
過
程
が
わ
か
る
。
な
お
、
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
図

は
、「
詞
」
と
「
画
」
と
か
ら
な
り
、「
詞
」
は
、
歌
人
名
と
漢
文
の
略
伝
と
各
人
の
和
歌
一
首
か
ら

な
る
。
漢
文
の
略
伝
が
付
い
て
い
る
点
は
『
前
賢
故
実
』
に
漢
文
の
略
伝
が
付
い
て
い
る
こ
と
と
、

相
通
じ
る
。

（
３
）
引
用
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
和
泉
式
部
日
記　

紫
式
部
日
記　

更
級
日
記　

讃
岐
典
侍

日
記
』（
藤
岡
忠
美
・
中
野
幸
一
・
犬
養
廉
・
石
井
文
夫
校
注
・
訳
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）
所

収
の
中
野
幸
一
校
注
・
訳
『
紫
式
部
日
記
』
に
よ
っ
た
。
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島　内　裕　子

図版３　紫式部

図版１　柿本人麻呂（以下はすべて架蔵）図版２　大伴旅人
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『前賢故実』に描かれた文学者たちの肖像

図版４　清少納言

図版６　小式部 図版５　和泉式部
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図版８　伊勢大輔

図版７　赤染衛門
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『前賢故実』に描かれた文学者たちの肖像

図版９　藤原俊成

図版 10　藤原定家
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図版 12　鴨長明

図版 11　俊成女
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『前賢故実』に描かれた文学者たちの肖像

図版 14　卜部兼好

図版 13　佐藤憲清（西行）
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Portraits of the literary men in Zenken Kojitsu

Yuuko SHIMAUCHI

ABSTRACT

　Zenken Kojitsu （前賢故実） is a book of brief biographies written by Kikuchi Yosai （菊池容斎） which consists of 
ten volumes （i.e. twenty books） published from 1836 to 1868.
　Zenken Kojitsu deals with 571 persons including rulers of virtue, wise men, loyal subjects, all illustrious men and 
women who adorned Japanese history from the era of Emperor Jinmu （神武天皇） to that of Emperor Gokameyama
（後亀山天皇r. from 1383 to 1392）. Kikuchi Yosai （1788-1878） was an artist who lived from the end of Edo era to the 
early Meiji era. He studied the painting arts of the Kano （狩野派） and the Tosa schools （土佐派）. The portraits 
included in Zenken Kojitsu were drawn by the hands of Yosai himself. He was admittedly conversant to Yusoku 
Kojitsu （有職故実　the customs in the Imperial Court） and his historical pictures are highly estimated.
　Although the people dealt in Zenken Kojitsu are of various classes, aristocrats, court ladies, samurais, Buddhist 
priests being among them, many of them have one common aspect：they were all waka poets. Therefore, the present 
writer focused on the literary people  included in Zenken Kojitsu and analyzed them.
　In traditional Japanese culture, waka poets have been closely connected with the portrayal art. Not only Kasen-
pictures which depict Six Master Poets and Thirty Six Master Poets but also Ogura Hyakunin Isshu （小倉百人一首） 
is a mine of portraits of waka poets. Zenken Kojitsu, too, inherits this tradition.
　At the same time, Zenken Kojitsu has two great characteristics. Firstly, it contains brief biographies written by 
Yosai in classical Chinese. Secondly, its portraits tend to represent figures in a special movement rather than still 
seated figures, thus eloquently expressing a cross section of each person’s life.
　This monologue analyses the way Kikuchi Yosai depicts the portraits and summarizes the lives of the following 
people：Kakinomoto no Hitomato （柿本人麻呂）, Otomo no Tabito （大伴旅人）, Murasaki Shikibu （紫式部）, Sei 
Shonagon （清少納言）, Fujiwara no Shunzei（藤原俊成）, Fujiwara no teika （藤原定家）, Fujiwara no Shunzei no 
Musume （藤原俊成女）, Sato Norikiyo （佐藤憲清＝西行）, Kamo no Chomei （鴨長明）, Urabe Kenko （卜部兼好） etc.
　The present writer does this in the hope of making a sketch map of Japanese culture from antient times to the 
Northern and Southern Dynasties （南北朝期）.
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